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※『潮彩の渚』という名称は、事務所職員の公募により決定しました。
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人工干潟を用いた生物共生型護岸『潮彩の渚』について

整備の具体的な目的

■生物生息環境に着目した構造的なポイント

・海の満ち引きを利用し時間毎に
陸地化する範囲を変化させています

・砂浜の部分と磯浜の部分をつくり
多種多様な生物が着生できる様にしています

・自然の干潟と同じような傾斜を
維持するために棚式の構造としています

■港湾機能に着目した構造的なポイント

・ 船舶の航行する水域を狭めないよう、
棚式の構造を採用しています

施設の特徴

『潮彩の渚』は、地震に強い港湾施設と海の生物が共存できる構造を再現し、その結果を
実験的に実証しながら、護岸の補修や補強に活かしていくことを目的として、2008年2月29日に
竣工した、実海域における干潟・磯場等環境実証フィールドです。

H.W.L. +2m

干潟①
+1.0m

干潟②
+0.5m

干潟③
±0.0m

磯場

干潟断面イメージ

潜堤

干潟①

干潟②

干潟③

磯場

磯場

±0.0m

+0.5m

+1.0m

奥行き：約50m

±0.0m

磯場
+0.5m

磯場

+1.0m

磯場
+0.5m

潜堤 -1.0m

幅：20m

+1.0m

干潟平面イメージ

・東京湾臨海部に存在する老朽化施設の補修・補強工法

■産業活動との両立

・水環境の改善を目的とした生物生息場の創出手法

・東京湾における、市民利用が可能となる海辺の創出

■現状の課題に対応する複合的な解決策

・港湾機能等、産業活動を阻害しない構造の成立



現在までの実績（整備効果）

護岸の安全性向上

■地震動作用時における耐震性向上

・築造後、30年程度経過した矢板式護岸を対象としています
・干潟・磯場を造成することで下図のように、地震時の変位が小さくなります
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○地震被害予測プログラム（ＦＬＩＰ）による比較結果（震度５強程度を想定）

現状 改良後

施設は崩壊しないものの

損傷の可能性がある・・・

押さえがあるため

耐震強度が向上

生物生息場の創出

市民等との協働

江戸前アサリ「わくわく」調査

講義 採取 計測

2026年3月迄に約8,700名の方々が来所されました

■多様な生物の生息場としての効果

2026年3月迄に、204種の生息を確認しました

生物共生型護岸で確認された生物たち（抜粋）

アサリ

ハサミシャコエビ アナジャコ スナガニカルガモ

石鯛（幼魚） カサゴ ノコギリガザミ

イシワケ
イソギンチャク

ヒザラガイ

■多様な主体との協働調査体制の確保

①協働調査体制
・大学による調査
・研究機関による調査

②市民参加型調査の実施
・定期的に、市民参加型調査を実施

ムラサキイガイの生態・水質調査 小学生の漂着ゴミ・マイクロプラスチック調査

市民参加型調査の事例

・江戸前アサリわくわく調査
・近隣小学校による環境学習

・国土技術政策総合研究所の
生物・生態調査への協力

・大学等による生物および水質調査



国土交通省関東地方整備局 横浜港湾空港技術調査事務所

〒221-0053 横浜市神奈川区橋本町2-1-4

Tel.045-461-3892 / Fax.045-461-3887

E-mail：info-y83ab@mlit.go.jp

横浜港湾空港技術調査事務所（略称技調）へのアクセス

施工前の状況 施工中の状況

更新：2026年10月

生物共生型護岸『潮彩の渚』 施工前及び施工中の状況

JR京浜東北線、横浜線 東神奈川駅より徒歩15分

京浜急行線 京急東神奈川駅より徒歩15分

横浜市営バス 48系統 星野町公園前より徒歩約2分

1961～62年に造成した老朽化した桟橋
工事状況
取り壊し後、既設護岸の前面に干潟・磯場を造成

●HP：https://www.pa.ktr.mlit.go.jp/yokohamagicho/

●X (旧Twitter):@mlit_yokogicho

最新情報など

ブルーカーボンの取組み

■アマモ場の役割

「ブルーカーボン」とは海草や藻類、植物プランクトンなどの光合成に
より海中に取り込まれる炭素のことを指します。

当事務所では東京湾ＵＭＩプロジェクトやNPOの方々、小学校とも連
携しアマモの試験的移植に取り組んでいます。

・炭素の吸収源となり、気候変動対策にもなります
・潮流を和らげ、外敵からの隠れ家となる「海のゆりかご」になります
・根を広く張ることで地盤の強化にもつながります


